プルシャンブルー類似体におけるイオンインターカレーションと構造との相関 by Takachi Masamitsu & 髙地 雅光
Interrelation between Ion-Intercalation and












氏 名            髙地 雅光    
学 位 の 種 類             博 士 （ 理学  ） 
学 位 記 番 号          博 甲 第  8019  号 
学位授与年月日          平成 29年 3月 24日 
学 位 授 与 の要 件          学位規則第４条第１項該当 
審 査 研 究 科          数理物質科学研究科 
学 位 論 文 題 目 
     Interrelation between Ion-Intercalation and Structure in Prussian Blue Analogues 
     (プルシャンブルー類似体におけるイオンインターカレーションと構造との相関) 
      
主 査         筑波大学教授      博士（工学）       西堀 英治 
副 査         筑波大学教授       工学博士         初貝 安弘 
副 査         筑波大学教授       博士（理学）       守友 浩 
副 査         筑波大学准教授     博士（理学）       神田 晶申 
 
 















































示した点は高く評価される。実際、イオン拡散係数とホストの格子定数との相関は、数 Dalton Trans に








           
〔最終試験結果〕 
 平成 29年 2月１５日、数理物質科学研究科学位論文審査委員会において審査委員の全員出席のもと、
著者に論文について説明を求め、関連事項につき質疑応答を行った。その結果、審査委員全員によっ
て、合格と判定された。 
 
〔結論〕 
 上記の論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士（理学）の学位を受けるに十分な資格
を有するものと認める。 
 
 
